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第２期中期目標期間における年度業務実績評価について

１ 年度評価実施要領
（１）評価項目数

① 法人が行う自己点検評価
平成２７年度の年度計画の項目整理に伴い、類似の項目を集約し、５９項目と

する。 ※第１期：１２２項目
② 評価委員会が行う評価

効果的・効率的に評価を実施するため、業務の実施状況の確認は４２項目とし、
評価は５項目とする。 ※第１期：確認１２２項目、評価３６項目
（年度計画の「研究推進項目」は、項目「研究開発の推進方向」を評価する際の
参考とし、確認、評価は行わない。）

（２）評価基準
評価基準は、第１期からの評価基準の継続性を考慮し、基本的に第１期と同様と

し、法人自己点検評価区分はＳＡＢＣの４段階評価、委員会評価区分はⅤⅣⅢⅡⅠ
の５段階評価とする。

（３）業務実績報告書の記載事項
道民へのわかりやすい説明やアウトカムを意識した取組が必要であるとの道議会

や評価委員会の意見などを踏まえ、次の事項を業務実績報告書に記載する。
なお、具体的には、「業務実績報告書の作成にあたって留意すべき事項」に基づき

記載する。
① 「評価理由」を記載する。

重要な意義を有する事項や数値目標の分析などを記載する。
② 取組のねらいやポイントなど、各項目の「取組の考え方」を記載する。
③ 「業務実績」として、主な取組実績やそれに伴う具体的な効果等を記載する。

２ 年度評価実施要領に係る項目別評価の視点
（１）「総合力の発揮」などの事項に留意し、項目別評価の視点に基づき評価を行う。
（２）第１期は毎年定めていたが、第２期は中期目標期間を通じたものとし、必要に応

じ見直す。
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